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　昨今、富山大学芸術文化学部としてかかわる文化財の

修理、特に祭屋台の修理・修復に関して、祭屋台の装飾

彫刻や、天井の鏡板、縁周りなどに施される金箔の技術が

問題になることがあり、地方によって同じ金箔貼りでもそれ

ぞれの技法があることが知られている。金箔貼りの技法や、

下地となる漆塗りの技法によって、金箔の仕上がりや、強度、

耐久性などにも差があると考えられるので、富山県の技能

者の技術向上と金箔技術の再確認をするために、金沢の

今井金箔社長の今井圭一氏からの紹介を受け、京都在住

で、「箔押し屋 浩峰」を主宰されている前田淳二氏を講師

に招いて、平成 22 年 2 月 15 日（月）に講習会を行った。

講習には本学学生の他、修理事業に従事している地元の

職人さんや、高岡地区の箔押しに関する仕事に従事されて

いる方も集まり、総勢 40 人ほどが実習も交えた前田氏の

講習に参加した。

　北陸の箔押しの特徴はアルコールに溶いた漆に硫黄を混

ぜたものを接着剤として、塗って間もない箔下漆（塗り立

てで非常に艶のある漆）に金箔を貼り、全反射に近い金色

に金箔の色を見せるものであるが、前田氏の行う京都の箔

押しは、比較的厚く擦り漆（日本産の生漆が最良）を施し

たものにやわらかく箔を乗せ、箔そのものの表情（金箔は

出来上がったときは表面に小さな皺が認められ、金ぴかで

はないしっとりとした表情を見せる）を生かした仕上がりを

見せる。それぞれの地方で異なる技術があり、どちらが正

当でどちらが間違っているなどと云う議論は意味がないが、

それぞれの特徴や良さを学び合うことがこれからの工芸技

術を伝承して、さらに新たな創造につなげていくためには

有効であろうと思う。

前田氏による実技指導

講習会のパンフレット
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講習会会場風景

講習会参加者の実習

　箔の扱いは初心者にとっては大変に難しく、講師の前田

氏に直接丁寧な指導を受けてもなかなか最初の段階で道

具や金箔そのものが扱えずに苦心していた。前田氏は、手

の延長のように箔鋏を扱い、ともすると皺が寄ったり切れて

しまったりする金箔を思い通りにあしらって、ほんの一部で

はあるが長年の経験と技を見せていただく事が出来た。ま

た、前田氏の使用する箔鋏（ご自身で作られたもの）は、

理にかなった大変に美しい形状で使いやすく受講者の印象

に残った。専門の職人さんである受講者も京都の一流の技

を見学、体験することが出来、様々な金箔の表現があるこ

とを知って、有意義な時間を過ごすことが出来たと思う。

　最後にこの講習をお引き受けいただいた前田淳二氏と今

井金箔社長の今井圭一氏に感謝の意を表してしめくくりとし

たい。

前田氏による箔押しの指導

漆の上に置いた金箔が少しずつ漆になじんでゆく様子


